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今月の主な内容 主な行事予定

○夏祭り

○徳之島一周命のタスキリレー

○町内の話題

○お知らせ等

○クリーン作戦	 （  ９月 19 日）

○中学校体育祭	 （  9 月 26 日）

○鹿浦小・馬根小運動会	 （10 月　2 日）

○町内各小学校運動会	 （10 月　3 日）

○町民体育祭	 （10 月 10 日）



踊り・歌等のご協力を頂いた皆さん
○南洲エイサー
○ライブ：ＴＡｎＢＯ
○ライブ：オーシャンバンド
○中部地区芸能
　（平山　武司　マジックショー）
○黒潮太鼓
○フラダンス：ダ・チャーム
○地域女性団体連絡協議会
○島唄
　（伊さん・西山さん・永田さん）

○ CORE メモリー
○島唄（森田さん）
○ライブ：JYURIO　
○もとだやすひこと東京商工会
○歌謡ショー：里見☆しのぶ
○お楽しみ抽選会

　
その他たくさんのご協力・ご協賛
をいただき本当にありがとうござ
いました。

オープニングに南洲エイサー・黒潮太鼓の皆さん
が太鼓の披露。花を添えてくださいました。

伊仙町２世の JURIO さん、家族・親戚・
友達が見守る中、歌って踊って会場を
盛り上げてくれました。

今年初めてにしては、息の
合った司会の平さんと大高
さん

ダ・チャームのフラダンスに
会場もうっとり

マジックショーは観客もワクワク・ドキ
ドキ楽しめました

「徳之島観光大使」に任命された里見 ☆
しのぶさん益々のご活躍を期待します
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第２４回伊仙町夏祭り（２０１０サマーナイトフェ
スティバル）が８月１日、（日）、面縄港特設会場にお
いて開催されました。島内ではトップを飾る祭りと
あって島内外から大勢の観客で賑わいをみせました。

当日は郷土芸能・バンド演奏・伊仙町２世による歌
謡ショーやライブショー・又お楽しみ抽選会と盛りだ
くさんの内容で観客を楽しませてくれました。今年
は、光と音楽のレーザーショーで会場の皆さんを魅
了、又防波堤の側面には「長寿・子宝・伊仙町」の文
字が浮かび上がり「長寿・子宝の町」を象徴。祭りの
フィナーレを飾りました。



徳之島に
基地はいらない
絶対反対！

～思いはひとつ・「島を守る」～
　徳之島への米軍基地移設反対・「徳之島命のタスキリレー」が８月７日午後４時、伊仙町義名山泉芳朗銅像前をスタート
し昼夜島内６０ヶ所をタスキでつなぎ８月８日午前９時過ぎ１７時間かけて義名山にゴールしました。（８月８日は、奄美
大島の日本復帰が決定した日でもあります。）

義名山芳朗銅像前～：先頭者は 87 歳の鶴田　ナツ子さん

佐弁～喜念集落：佐弁集落から喜念集落は牛も参加して ゴール：最後はがんばろう三唱

泉 芳朗先生の銅像前をスタート

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

アイドル募集 

「わが町のアイドル」と題して、満一歳になる子どもの写真を掲載します。 

毎月１０までに住所・氏名（子どもと保護者）・電話番号・簡単なＰＲ文を添えて、写真を役場企画

課広報係までお持ち下さい。 

                 問合せ先 伊仙町役場企画課 

                      ８６－３１１１（内２４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路上のアマミノクロウサギに気をつけて！ 

※ケガをしていたり、死んでいるアマミノクロウサギを発見したらご連絡をお願いします！  

《奄美野生生物保護センター：0997-55-8620》 
今からの 

時期、 

特に注意

が必要！ 

奄美野生生物保護センターには、毎年多くのアマミノクロウサギの 

死体情報が寄せられ、その数は年々増加しています。解剖などから、  

その 1/4 が交通事故死と判断されました。また、原因不明とされている  

ものの半数以上も交通事故によって死んだ可能性があります。 

 

☆毎年９月から 12 月頃にかけて事故発生数が増加します。 

☆夜間の林道は 20km/h 以下で運転するよう心がけましょう。 

道
路
上
の
ア
マ
ミ
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！
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第 ３２回鹿児島県少年剣道錬成大会

～伊仙剣道スポーツ少年団大健闘～
　第３２回鹿児島県少年剣道錬成大会が６月３０日（水）、薩摩川内市川内アリーナで開催されました。
　小学生低学年団体の部で伊仙剣道スポーツ少年団が、日頃の練習成果を発揮し、見事優勝を果たしました。
　監督の富山　勇生さんは、「初戦から決勝まで接戦だったが、一人ひとりが仲間を信じ、のびのびと試合に
挑むことができた。厳しい稽古にも耐え、普段からも仲間を信じて大切にすること、すべての人に感謝する
ことを指導してきた成果が現れたと思う。又、高学年の部で上位に進出すると全国大会への出場権が得られ
るので、全国大会出場を目指し、今後も地域の指導者・保護者と力を合わせて剣道指導と青少年の健全育成
に取り組んで行きます」。と試合の感想・今後の抱負を語ってくれました。

選手
　　先　鋒　：松下　礼子
　　次　鋒　：平　　望依愛
　　中　堅　：久保　晴暉
　　副　将　：松下　靜
　　大　将　：富山　大生

試合の結果は下記の通りです
　一回戦　対　通山剣道スポーツ少年団　　２－１
　二回戦　対　高山剣道　　　　　　　　　２－１
　準決勝　対　日当山剣道　　　　　　　　１－１（代表戦）
　決　勝　対　鹿児島西署　剣友館　　　　１－１（内　容）

伊仙剣道スポーツ少年団　　
　監　督　：富山　勇生　　
　コーチ　：南　祐太朗
　育成会長：元田　安彦

面 縄校区内の文化財探検

〜面縄小学校３年生〜
６月２５日（金），面縄小学校の３年生２０名が，伊仙町歴史民俗資料館

の新里亮人さんを講師に迎え，面縄校区内の文化財探検を行いました。
面縄小学校の正門横にある蔵屋敷跡からスタートして，豊身大親が築か

せたとされる古井戸。高千穂神社や泉芳朗先生生家、又縄文時代から平安
時代の遺物が出土している面縄貝塚を見学しました。

文化財マップで位置を確認しながら，「学校の近くにたくさんの歴史が残っていることに気づくことがで
きて楽しかった。」「面縄貝塚では、昔の遺骨が発見されたと聞いてびっくりしたけど、もっと昔の生活を詳
しく調べてみたい。」など、子どもたちは身近に文化財を感じ，面縄の歴史や伝統のよさを実感したようです。

～将来の伊仙町を考える子どもたち～
７月２３日（金）、第８回伊仙町子ども議会が伊仙

町議会議事堂で開催されました。各小・中学校の代
表２２名が参加しました。

将来を担う子どもたちが、自分たちの町をよく見
つめ、快適で住みよい町づくりを行うために、町に
対して普段から考えていることや、調べてきた事を
話したり、質問をしました。午後 1 時より教育長か
ら 1 日議員の任命書が手渡され、通常の議会で行う
質問同様、子ども議員が、町に対して質問を行い、
町長・各課の担当課長が回答をしました。質問の内容は、「遊泳できる場所を増やしてほしい」「観光地の整
備をしてほしい」・「伊仙町の医療の充実を図ってほしい」等でした。

子 ども議会
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～巡視船による体験航海～
　8 月 14 日 ( 土 )、天城町平土野港において大型巡視
船による体験航海が行われました。晴天の下、大勢の
参加者があり約 2 時間の航海を楽しんでいました。
　ヘリコプターと小型巡視船による不審船対応訓練が
あり、目の前を横切るヘリコプターの迫力ある訓練に
歓声が上がりました。また船内では海上保安官の制服
を着て記念撮影できるコーナーもあり、親子連れが列
をなしていました。
　これを機会に、海上保安官を夢見る子どもたちがで
てきてくれるといいですね！

教 育講演会・家庭教育学級

～食は人生を左右する・いのちをいただく食の勧め～
　７月１５日、午後から伊仙中学校において NPO 法人大
地といのちの会、代表吉田　俊道氏の講演がありました。
先日伊仙中学校では「弁当の日」を行いましたが、今回は
その「弁当の日」とも関連する「いのちをいただく」とい
うお話を全校生徒又、保護者にも参加を呼びかけ食の大切
さを話していただきました。
講演の内容より
　私たちの「からだ」は、土から生まれ、土の生むものを
食し、死んで土になる、「土のお化け」。母なる大地を土台
に、全ての「いのち」は巡りながら栄えています。生き物は、
共につながり、支えあって生きる大切な兄弟です。そのこ
とを忘れ、自然の循環を崩し、自然への感謝を持てなくなった現代社会に、転換期が迫っています。
講演の感想
　食育とは、今までは漠然と「栄養学のひとつかな」としか認識していませんでしたが、講演に参加して、「食
をとおして、いのちの素晴らしさといのちへの感謝を実感する心を育むとりくみ」だと解釈しました。私も
元気な野菜を育てたいです。更には、やっぱり農業だなぁ、と思いました。
野菜作りをしました
　生ごみで土の中を命いっぱいにして、病害中の来ない、美味しい元気野菜作りということで、７月１６日、（２
日目）は伊仙幼稚園の方で土作りを体験しました。

～追い込み漁に挑戦～
　７月３１日（土）第２回いせん親子チャレンジ教室
が開催されました。この活動は「海の安全な遊び方」「危
険な生物」「昔と今の海の違い」などを学ぶと同時に、
地域の素材（自然・人材・文化）を活用する事で、親
子の絆を深める事を目的とした体験教室です。夏休み
という事で大勢の親子づれ（約 50 名）が参加し、追
い込み漁に挑戦しました。
　前日仕掛けて置いた網には１回目・２回目合わせて
３０匹くらいの魚が取れ、取れた魚は早速、参加者で

「魚汁」・「から揚げ」にしました。　持参のおにぎり
と新鮮で美味しい魚づくしの料理を全員おいしく食べ
ました。
　普段体験できない追い込み魚は子どもたちにとって、忘れられない夏休みの思い出になったに違いあり
ません。

い せん親子チャレンジ教室

J CG キャラバン「奄美の海 2010」 in 徳之島
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農地相談員は、農業委員会が改正農地法等により追加された事務等を適切か
つ円滑に実施するため、国の財政支援（農地制度実施円滑化事業補助金）を
受け委託するものです。

この補助金の実施要領で、農地相談員は「農地法、民法、不動産登記法等農
地に関連する制度に専門的な知見を有する者、又は地域の農業・農地事情に
精通している者その他農地相談員の活動を適切かつ効率的に実施できる者か
ら選定する。」とされています。

平成 22 年度農地相談員募集

　対象要件
	 • 昭和３５年１月１日から昭和３５年１２月３１日の間に婚姻されたご夫婦
	 • ご夫婦ともに健在
	 • 伊仙町に住民登録をしているご夫婦
	 • 戸籍上は５０年に満たなくても実質５０年になっている事実が確認（子ど
　　　 もが今年　満５０歳等）できるご夫婦

金婚式のご案内

（平成２２年１１月７日　日曜日　実施予定）

対象夫婦確認のため上記　要件に該当するご夫婦は、伊仙町役場町民生活課
　（８６－３１１１ 内線 51）へ平成２２年９月２５日までにご連絡ください。

募
集

1、募集対象者
	 農地法等に関する実務経験があるなど、専門的な知識を有する方
	 県内の農業・農地事情に精通している方
	 年齢 30 歳以上 65 歳未満の方
2、募集人数　1 名
3、委託期間　平成 22 年 9 月末日～平成 23 年 3 月 31 日
4、業務内容
	 農業者等からの、農地の権利取得、相続・贈与及び農地の有効利用、農業
	 経営等に関する相談
	 農業委員会の許可等の業務を適切に実施できるよう、総会等の議事録の作
	 成方法等に関する個別具体的な助言等
	 農業委員・職員等の研修等における研修資料の作成及び講師の補助
	 農業委員会が行う事務の補助等
5、	応募方法　履歴書に必要事項を記入し、下記農業委員会事務局まで提出ください。
6、応募締切り　平成 22 年 9 月 20 日
7、応募先及び　伊仙町役場農業委員会事務局
	 問い合わせ　　　TEL　86-3111（内線 30）
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父子家庭の支給要件
①父母が婚姻を解消した子ども　②母が死亡した子ども
③母が一定程度の障害の状態にある子ども④母の生死が明らかでない子ども
※所得制限等により、上記の要件を満たしていても手当が支給されない場合があります。個々の家庭が
支給要件に該当するかについては、役場までご相談下さい。

実施要項
　名　　称　　「クレジット・サラ金無料相談会」
　内　　容　　クレジット・サラ金・ヤミ金等に関する無料相談会
　日　　時　　平成２２年９月１３日（月）～平成２２年９月１８日（土）
　　　　　　　各日　午後１時～午後５時迄
　電話相談　　０９９－２２７－０１０２（臨時電話）
　面談相談　　①鹿児島市山下町１２－１２　一二三ビル２０１号
　　　　　　　　鹿児島くすのきの会事務所　
　　　　　　　②県内各弁護士・司法書士事務所
　　　　　　　　①の事務所に電話（０９９－２２６－１７２５）に電話しても
　　　　　　　　らい、相談の近くの弁護士・司法書士を紹介する。
　実施方法　　弁護士・司法書士による電話・面談相談（相談は無料）
　対象地域　　県内一円

父子家庭への手当が支給開始されます
　ひとり親家庭に対する自立を支援するため、平成２２年８月１日から父子家庭の
父にも児童扶養手当が支給されます。手当を受けるためには、平成２２年７月１日
より１１月３０日までに手続きをしてください。

■問い合わせ先
伊仙町保健福祉課障害福祉係　
TEL：０９９７－８６－３１１１（内線６３）

　　　クレジット
　　サラ金
　無料法律相談会
開催のお知らせ

　鹿児島くすのきの会では、ク
レジットやサラ金あるいはヤミ
金等で困った方々の相談に応じ
るために弁護士・司法書士が下
記のとおり無料相談会を開催し
ます。
　当日相談会場へお電話頂くか
又は直接お越し下さい。

主 催 者		 鹿児島くすのきの会
問い合わせ先	 鹿児島市山下町１２番５号　藤崎ビル２階	 森弁護士事務所　森雅美（電話 099-225-1800）
		  志布志市志布志町志布志２丁目８番３１号 下野司法書士事務所　下野太志（電話 099-472-2537）
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伊仙町役場前

●問い合わせ先
　社団法人日本損害保険協会　鹿児島自動車保険請求相談センター TEL：099-252-3466

交通事故無料相談

オータムジャンボ宝くじ

　交通事故の相談に無料で応じています。交通
事故でお悩みの方はお気軽に相談して下さい。

●相談日（電話相談可）
　月曜日～金曜日
　午前９時～正午・午後１時～５時

●弁護士相談日
　（面接可能な方・予約制）
 　毎月第２・４木曜日の午後１時から

9月 27日（月）発売！
この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

●オータムジャンボ宝くじの賞金は、
　1等・前後賞合わせて２億5000万円！
　1等：１億 5,000 万円× 13 本
	 　前後賞各　　5,000 万円
　2等：1,000 万円× 130 本

●当たり実感のある小額賞金も豊富！
　3等：50 万円× 1,300 本
　4等：   ５万円× 26,000 本
　5等：3,000 円× 1,300,000 本
　秋祭り賞：１万円× 390,000 本

発売期間：  ９月 27 日（月）〜 10 月 19 日（火）
抽選日　：10 月 26 日（火）※この宝くじは通信販売で買うこともできます。

売切れしだい
販売終了

受付期間：8/1 〜 9/10 まで

試 験 日：9/18（土）

場　　所：亀津 553-1 合同庁舎（国）2F
※ 18歳以上で 27歳未満までの社会人で健康な男女

　 まだ就職等の決まっていない高校生

詳しくは、自衛隊徳之島駐在員事務所まで、又は町役場自衛隊事務担当者まで　電話：83-3080

やりがいのある　自衛隊を受けてみませんか！

自衛官候補生及び一般曹候補生募集中！

来年4/1より光インターネットサービス開始 !

- 創業メンバー募集 -
職種：事務系・営業系・技術系
　　　顧客サポート・ショールーム
共に伊仙町の地域活性化に取り組んでくれる方募集

※学歴・経験不問

 

 

 

 

9月中旬会社設立予定
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地上デジタル放送簡易チューナー 
無償給付の申込はお済ですか？ 

～地上デジタル放送受信のための支援～ 
 
 
平成２３年７月２４日でアナログ放送は終了し、アナログテレビは見れなくなります。 
経済的な理由で地上デジタル放送がまだ受信できない次に該当する世帯でＮＨＫ受信料全

額免除の世帯は、チューナーの無償給付が受けられ、今お持ちのアナログテレビで地上デ

ジタル放送が見られます。（アンテナ工事が必要な世帯はアンテナ工事も無償で実施します） 
 
 
                  障がい者がいる        社会福祉事業  
生活保護などの公的    世帯で、かつ世帯全員が    施設に入所されていて 
扶助を受けている世帯    市町村民税非課税の措置   自らテレビを持ち込んで 

                を受けている世帯        いる世帯 
 
      
 

申込受付期間 平成２２年４月１９日～１２月２８日（消印有効） 

        （支援を受けられる世帯は期間内の早目に申し込みましょう） 
◆２２年４月末までにNHK放送受信料全額免除となっている世帯で、まだ申し込みが済ん
でいない世帯には、５月上旬～下旬にかけて NHKから「受信料全額免除証明書」と「申
込書一式」が送付されていますのでご利用下さい。 
◆NHKから送付された申込書を紛失された世帯、５月以降NHK放送受信料全額免除を申
請された世帯及び今後全額免除の申請をされる世帯は、チューナー支援申込書を伊仙町

役場保健福祉課の窓口に配備しておりますのでご利用下さい。 
◆詳しくは、伊仙町役場保健福祉課（電話 ８６－３１１１ 内線 63） 又は総務省地デ

ジチューナー支援実施センター（電話 ０５７０－０３３８４０）にお問い合せ下さい。 

 

悪徳商法にご注意ください！！ 

  この支援による簡易なチューナーの給付、アンテナの工事などについて 
  費用を請求することは一切ありません 
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平成２２年国勢調査が実施されます 
 

 国勢調査は、日本に居住しているすべての人及び世帯に関する人口構造と、それに付随する

家族構成や就業状況などを明らかにすることを目的に５年ごとに実施している大切な調査です。 

１０月１日を基準日として、全国一斉に調査が行われます。 

 

Ｑ１．どんなことを調査するの？ 

 日本国内に居住するすべての人及び世帯に関する構成や教育の状況、就業状態、住居の種類など

様々な項目を調査します。これらを調査することで、国及び地方公共団体における各種行政施策そ

の他の基礎資料を得ることを目的としています。 

Ｑ２．どうやって調査するの？ 

 総務大臣により任命された統計調査員が、担当調査区内の各世帯を訪問し、調査票をお届けして

回答を依頼し、後日記入済みの調査票を回収するという方法で行われます。その際、世帯からのご

質問等があれば、統計調査員がご質問にお答えします。 

Ｑ３．国勢調査の結果はどんなことに利用されるの？ 

 国勢調査から得られる様々な統計は、国や地方公共団体の政治・行政を公正で効率的に行うため、

また、地域の振興、住みよい街づくり、防災対策、福祉対策など、将来に向けた様々な施策を立案・

推進するために利用されるほか、学術、教育など各方面で幅広く利用される重要なものです。特に 

今回の調査で、国から市町村がもらえる交付金の額に大きな影響を及ぼすため、人口が増えるに従

い、交付金の額も増額されます。正しい伊仙町の人口を調べることで、町民の皆様への行政サービ

スの向上にも繋がる大切な調査となっています。 

Ｑ４．国勢調査にはどうしても答えなければならないの？ 

国勢調査は統計調査（基幹統計調査）として行われるものであり、日本に住むすべての人に調査

票を記入して提出することの義務（報告義務）が課せられています。報告を拒んだり虚偽の報告を

したりした場合は罰則も規定されています。 

国勢調査の重要性、そして統計法に報告義務、秘密の保護が定められていることをご理解いただ

き、調査票には漏れなく正確な回答をお願いします。 

 

※調査は統計法第５条に基づき、同法に定める基幹統計調査として実施します。 

 この法律では、調査内容を統計以外の目的に使用することが堅く禁じられています。 

また、法律によって保護されているだけでなく、実際にも厳格な管理下で扱われ、漏洩や不正な利

用がないよう厳重に守られています。 

また、調査員にも守秘義務がありますので、調査で知り得た情報が漏れることはありません。                                                      

 

   

日本国内に居住するすべての人・世帯が対象です。 

皆様のご理解とご協力をお願いします。 

 

調査期間 ９月中旬～１０月下旬まで（伊仙町内全域） 
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アイドル募集！
　本紙では「わが町のアイドル」と題して、わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月１０日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単なＰＲ文を添えて、写真を役場企画課広
報係までお持ち下さい。
　　　　　　　　　　　問合せ先　伊仙町役場企画課
　　　　　　　　　　　　　８６－３１１１（内２４）

平成 22 年度 コミニュティ助成事業

宝
く
じ
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
22
年
度
は
喜
念
集
落
、

西
伊
仙
東
集
落
、
犬
田
布
集
落
、
糸
木
名
・
八
重
竿
集
落

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
集
落
行
事
・
美
化
作
業
）
に
必

要
な
備
品
等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
大
い
に
活
用
し
集

落
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

西伊仙東集落 犬田布集落

喜念集落 糸木名・八重竿集落
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人口の動き
（平成 22 年 7 月 31 日現在）

総人口＝ 7,324
　男　＝ 3,652
　女　＝ 3,672
世　帯＝ 3,607

出　生＝ 9
死　亡＝ 10
転　入＝ 18
転　出＝ 29

ご
結
婚
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め
で
と
う
（
敬
略
称
）

幸
田　
　

真
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伊　
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之
島
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島
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仙

藤
井　

政
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糸
木
名

平
山　

春
菜　
　

犬
田
布


